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(57)【要約】
【課題】光源の発光部と光伝達部材の入射面とを容易か
つ正確に位置決めすることが可能な光源ユニットを提供
する。
【解決手段】光源ユニットは、発光部を有する光源４６
と、光源４６を保持している光源保持部材と、発光部か
らの光が入射される入射部を有する光伝達部材と、光伝
達部材を保持している光伝達部材保持部材５８と、光伝
達部材保持部材５８に設けられ、光源４６に当接されて
光伝達部材保持部材５８と光源４６とを位置決めするこ
とで入射部と発光部とを位置決めしている位置決め部７
０ａ，７０ｂと、光伝達部材保持部材５８と光源保持部
材とを相対位置を調整して互いに締結可能であり、光源
４６と位置決め部７０ａ，７０ｂとが互いに当接された
状態で光伝達部材保持部材５８と光源保持部材とを互い
に締結している調整締結機構と、を具備する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光部を有する光源と、
　前記光源を保持している光源保持部材と、
　前記発光部からの光が入射される入射部を有する光伝達部材と、
　前記光伝達部材を保持している光伝達部材保持部材と、
　前記光伝達部材保持部材に設けられ、前記光源に当接されて前記光伝達部材保持部材と
前記光源とを位置決めすることで前記入射部と前記発光部とを位置決めしている位置決め
部と、
　前記光伝達部材保持部材と前記光源保持部材とを相対位置を調整して互いに締結可能で
あり、前記光源と前記位置決め部とが互いに当接された状態で前記光伝達部材保持部材と
前記光源保持部材とを互いに締結している調整締結機構と、
　を具備することを特徴とする光源ユニット。
【請求項２】
　前記光源部は側面を有し、前記側面の法線方向は前記発光部の発光方向に対して所定の
角度をなし、
　前記位置決め部は、前記側面に当接されている壁面を有する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の光源ユニット。
【請求項３】
　前記光源部は第１及び第２の側面を有し、前記第１及び第２の側面の法線方向は前記発
光部の発光方向に対して所定の角度をなすと共に互いに異なる方向を臨み、
　前記位置決め部は、前記第１の側面に当接されている第１の壁面と、前記第２の側面に
当接されている第２の壁面と、を有する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の光源ユニット。
【請求項４】
　前記光伝達部材保持部材は、前記光伝達部材保持部材に設けられ前記光源と前記位置決
め部との当接状態を観察可能とする観察部を有する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の光源ユニット。
【請求項５】
　前記光伝達部材保持部材は、前記光伝達部材保持部材において前記壁面から外側に向か
って延び前記側面と前記壁面との当接状態を観察可能とする開放部を有する、
　ことを特徴とする請求項２に記載の光源ユニット。
【請求項６】
　前記光伝達部材保持部材は、前記光伝達部材保持部材において前記第１の壁面から外側
に向かって延び前記第１の側面と前記第１の壁面との当接状態を観察可能とする第１の開
放部と、前記光伝達部材保持部材において前記第２の壁面から外側に向かって延び前記第
２の側面と前記第２の壁面との当接状態を観察可能とする第２の開放部を有する、
　ことを特徴とする請求項３に記載の光源ユニット。
【請求項７】
　前記調整締結機構は、光源保持部材挟持部材を有し、
　前記光伝達部材保持部材と前記光源保持部材挟持部材とは、前記光伝達部材保持部材に
対する前記光源保持部材の相対位置を調節して前記光源保持部材を挟持可能である、
　ことを特徴とする請求項１に記載の光源ユニット。
【請求項８】
　前記調整締結機構は、前記光伝達部材保持部材と前記光源保持部材挟持部材とを相対位
置を調整して互いに締結可能である、
　ことを特徴とする請求項７に記載の光源ユニット。
【請求項９】
　前記光伝達部材保持部材は、前記光源において発生した熱を放熱する放熱部を有する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の光源ユニット。
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【請求項１０】
　前記放熱部は、前記位置決め部に設けられている、
　ことを特徴とする請求項９に記載の光源ユニット。
【請求項１１】
　前記光源保持部材挟持部材は、前記光源において発生した熱を放熱する放熱機能を有す
る、
　ことを特徴とする請求項７に記載の光源ユニット。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の光源ユニットを具備することを特徴とする内
視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源の発光部からの光を光伝達部材の入射部へと入射させる光源ユニットに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　光源の発光部からの光を光伝達部材の入射部へと入射させる様々な光源ユニットが用い
られている。
【０００３】
　特許文献１には、光源ユニットとしての光源装置を有する携帯型内視鏡が開示されてい
る。即ち、この携帯型内視鏡では、体腔内に挿入される細長い挿入部の基端部に操作者に
保持操作される操作部が連結されており、操作部に小型の光源装置が装着されている。光
源装置では、光源ランプからの照明光が集光レンズを介してライトガイドの基端面に入射
される。ライトガイドは操作部及び挿入部に挿通されて挿入部の先端部まで延設されてお
り、ライトガイドによって導光された照明光はライトガイドの先端面から出射されて挿入
部の先端部から観察対象へと照射される。
【特許文献１】特開２００５－２１１２０４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　光源の発光部からの光を光伝達部材の入射部に入射させる際に、光量の損失を最小化す
るためには、発光部と入射部とを正確に位置決めする必要がある。このような位置決めは
、組立効率、製造コスト等の観点から、容易に行えることが好ましい。
【０００５】
　本発明は、上記課題に着目してなされたもので、その目的とするところは、光源の発光
部と光伝達部材の入射部とを容易かつ正確に位置決めすることが可能な光源ユニットを提
供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１実施態様では、光源ユニットは、発光部を有する光源と、前記光源を保持
している光源保持部材と、前記発光部からの光が入射される入射部を有する光伝達部材と
、前記光伝達部材を保持している光伝達部材保持部材と、前記光伝達部材保持部材に設け
られ、前記光源に当接されて前記光伝達部材保持部材と前記光源とを位置決めすることで
前記入射部と前記発光部とを位置決めしている位置決め部と、前記光伝達部材保持部材と
前記光源保持部材とを相対位置を調整して互いに締結可能であり、前記光源と前記位置決
め部とが互いに当接された状態で前記光伝達部材保持部材と前記光源保持部材とを互いに
締結している調整締結機構と、を具備することを特徴とする。
【０００７】
　本発明の第２実施態様では、光源ユニットは、前記光源部は側面を有し、前記側面の法
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線方向は前記発光部の発光方向に対して所定の角度をなし、前記位置決め部は、前記側面
に当接されている壁面を有する、ことを特徴とする。
【０００８】
　本発明の第３実施態様では、光源ユニットは、前記光源部は第１及び第２の側面を有し
、前記第１及び第２の側面の法線方向は前記発光部の発光方向に対して所定の角度をなす
と共に互いに異なる方向を臨み、前記位置決め部は、前記第１の側面に当接されている第
１の壁面と、前記第２の側面に当接されている第２の壁面と、を有する、ことを特徴とす
る。
【０００９】
　本発明の第４実施態様では、光源ユニットは、前記光伝達部材保持部材は、前記光伝達
部材保持部材に設けられ前記光源と前記位置決め部との当接状態を観察可能とする観察部
を有する、ことを特徴とする。
【００１０】
　本発明の第５実施態様では、光源ユニットは、前記光伝達部材保持部材は、前記光伝達
部材保持部材において前記壁面から外側に向かって延び前記側面と前記壁面との当接状態
を観察可能とする開放部を有する、ことを特徴とする。
【００１１】
　本発明の第６実施態様では、光源ユニットは、前記光伝達部材保持部材は、前記光伝達
部材保持部材において前記第１の壁面から外側に向かって延び前記第１の側面と前記第１
の壁面との当接状態を観察可能とする第１の開放部と、前記光伝達部材保持部材において
前記第２の壁面から外側に向かって延び前記第２の側面と前記第２の壁面との当接状態を
観察可能とする第２の開放部を有する、ことを特徴とする。
【００１２】
　本発明の第７実施態様では、光源ユニットは、前記調整締結機構は、光源保持部材挟持
部材を有し、前記光伝達部材保持部材と前記光源保持部材挟持部材とは、前記光伝達部材
保持部材に対する前記光源保持部材の相対位置を調節して前記光源保持部材を挟持可能で
ある、ことを特徴とする。
【００１３】
　本発明の第８実施態様では、光源ユニットは、前記調整締結機構は、前記光伝達部材保
持部材と前記光源保持部材挟持部材とを相対位置を調整して互いに締結可能である、こと
を特徴とする。
【００１４】
　本発明の第９実施態様では、光源ユニットは、前記光伝達部材保持部材は、前記光源に
おいて発生した熱を放熱する放熱部を有する、ことを特徴とする。
【００１５】
　本発明の第１０実施態様では、光源ユニットは、前記放熱部は、前記位置決め部に設け
られている、ことを特徴とする。
【００１６】
　本発明の第１１実施態様では、光源ユニットは、前記光源保持部材挟持部材は、前記光
源において発生した熱を放熱する放熱機能を有する、ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の第１実施態様の光源ユニットでは、光源保持部材の光源と光伝達部材保持部材
の位置決め部とを互いに当接させて、光源保持部材と光伝達部材保持部材とを互いに締結
するだけで、光源の発光部と光伝達部材の入射部とを正確に位置決めすることができる。
このように、発光部と入射部とを容易かつ正確に位置決めすることが可能となっている。
【００１８】
　本発明の第２実施態様の光源ユニットでは、光源の側面と光伝達部材保持部材の壁面と
を当接させることで、発光部の発光方向に直交する方向について、発光部と入射部とを位
置決めすることが可能となっている。
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【００１９】
　本発明の第３実施態様の光源ユニットでは、光源の第１及び第２の側面と光伝達部材保
持部材の第１及び第２の壁面とを夫々当接させることで、発光部の発光方向に直交する方
向について、発光部と入射部とを充分に正確に位置決めすることが可能となっている。
【００２０】
　本発明の第４実施態様の光源ユニットでは、観察部を介して光源と位置決め部との当接
状態を観察することができ、光源と位置決め部とを確実に当接させることが可能となって
いる。
【００２１】
　本発明の第５実施態様の光源ユニットでは、開放部を介して光源の側面と位置決め部の
壁面との当接状態を観察することができ、側面と壁面とを確実に当接させることが可能と
なっている。
【００２２】
　本発明の第６実施態様の光源ユニットでは、第１及び第２の開放部を介して、光源の第
１及び第２の側面と位置決め部の第１及び第２の壁面との当接状態を夫々観察することが
でき、第１及び第２の側面と第１及び第２の壁面とを夫々確実に当接させることが可能と
なっている。
【００２３】
　本発明の第７実施態様の光源ユニットでは、光伝達部材保持部材と光源保持部材挟持部
材とによって、光伝達部材保持部材に対する光源保持部材の相対位置を調節して、光源保
持部材を挟持することで、光伝達部材保持部材と光源保持部材とを相対位置を調整して互
いに締結することが可能となっている。
【００２４】
　本発明の第８実施態様の光源ユニットでは、光伝達部材保持部材、光源保持部材、光源
保持部材挟持部材について相対位置が調整可能となっており、コンパクトな構成で、調整
可能な範囲を充分に確保することが可能となっている。
【００２５】
　本発明の第９実施態様の光源ユニットでは、光伝達部材保持部材を放熱に利用すること
で、光源からの放熱効率が向上されている。
【００２６】
　本発明の第１０実施態様の光源ユニットでは、光源に当接する位置決め部を放熱に利用
することで、光源からの放熱効率が充分に向上されている。
【００２７】
　本発明の第１１実施態様の光源ユニットでは、光源保持部材挟持部材を放熱に利用する
ことで、光源からの放熱効率が向上されている。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、本発明の一実施形態を図面を参照して説明する。
【００２９】
　図１乃至図７は、本発明の一実施形態を示す。
【００３０】
　図１を参照し、本実施形態の携帯型内視鏡は体腔内に挿入される細長い挿入部８を有す
る。挿入部８では、硬性の先端硬性部１０、湾曲作動される湾曲部１２、長尺で可撓性を
有する可撓管部１４が先端側から基端側へと連設されている。挿入部８の基端部には、操
作者に把持、操作される操作部１６が連結されている。操作部１６は先端側の把持部１８
と基端側の操作部本体２０とから形成されている。
【００３１】
　把持部１８には、照明光を生成する光源ユニットとしてのＬＥＤユニット３４が内蔵さ
れている。ＬＥＤユニット３４には光伝達部材としてのライトガイド３６の一端部が連結
されている。ライトガイド３６は、操作部１６及び挿入部８に挿通されて挿入部８の先端
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硬性部１０まで延設されている。先端硬性部１０において、ライトガイド３６の先端部は
照明光学系に連結されており、照明光学系の先端側には照明窓３８が配設されている。Ｌ
ＥＤユニット３４で生成された照明光は、ライトガイド３６を導光され、照明光学系を介
して照明窓３８から観察対象へと照射される。一方、先端硬性部１０において、観察窓４
０の基端側に観察光学系が配設されており、観察光学系にはイメージガイド４２の先端部
が連結されている。イメージガイド４２は挿入部８及び操作部１６を挿通されて操作部本
体２０まで延設されている。操作部本体２０において、イメージガイド４２の基端部は撮
像ユニット４４に連結されている。観察像は、観察窓４０を介して観察光学系によってイ
メージガイド４２の先端面に結像され、イメージガイド４２を伝達されて、撮像ユニット
４４によって撮像される。
【００３２】
　操作部本体２０には、撮像ユニット４４によって撮像された観察画像を表示する表示装
置２６が連結されている。表示装置２６には、観察画像を表示するモニター２８、記録す
る観察画像を動画と静止画との間で切り替える切替スイッチ３０が配設されている。また
、表示装置２６には、携帯型内視鏡全体の電源となるバッテリー、画像記録用の記録媒体
を格納する格納部３２が形成されている。
【００３３】
　その他、操作部本体２０には、観察画像を記録、再生等するためのスイッチ、湾曲部１
２を湾曲作動させるための湾曲レバー２２等が配設されている。
【００３４】
　図２乃至図６を参照して、ＬＥＤユニット３４について説明する。
【００３５】
　以下、ＬＥＤユニット３４における位置決め機構について説明する。
【００３６】
　図２、図３Ａ及び図３Ｂを参照し、ＬＥＤユニット３４では、光源としてのＬＥＤ４６
が光源保持部材としてのＬＥＤ基板５２に実装されている。ここで、ＬＥＤ基板５２にお
いて、ＬＥＤ４６が実装されている面を実装面、実装面に対向する面を背面と称する。Ｌ
ＥＤ４６は、直方体状をなし、底面、頂面、第１乃至第４の側面を有する。ＬＥＤ４６の
底面側にＬＥＤ基板５２が配置されている。ＬＥＤ４６の頂面には、発光部としての正方
形状の発光面４８が配置されている。ＬＥＤ４６の第１乃至第４の側面の内、互いに隣接
する第１及び第２の側面５０ａ，５０ｂが位置決めに用いられる。ここで、ＬＥＤ４６の
発光方向はＬＥＤ基板５２に略直交しており、第１及び第２の側面５０ａ，５０ｂの法線
方向はＬＥＤ４６の発光方向に直交している。
【００３７】
　ＬＥＤ基板５２の実装面側には、光伝達部材保持部材としてのライトガイド保持部材５
８が並設されている。ライトガイド保持部材５８は略柱状であり、その軸方向はＬＥＤ基
板５２に略直交している。ここで、ライトガイド３６の基端部には、ライトガイド口金６
２が外挿されている。ライトガイド保持部材５８には、ライトガイド口金６２が挿通され
るライトガイド用挿通孔６０が軸方向に貫通形成されている。ライトガイド保持部材５８
の外周面からライトガイド用挿通孔６０まで固定用ねじ孔６４が穿設されており、固定用
ねじ孔６４に固定ねじ６６をねじ込むことで、ライトガイド保持部材５８にライトガイド
口金６２を固定することが可能である。
【００３８】
　ライトガイド保持部材５８では、ＬＥＤ基板５２側の端面部において、軸方向に突出す
る突出形状が形成されている。突出形状の側面によって、位置決め部をなす第１及び第２
の壁面７０ａ，７０ｂが形成されている。第１及び第２の壁面７０ａ，７０ｂは、軸方向
に略平行で互いに略直角をなしており、ＬＥＤ４６の第１及び第２の側面５０ａ，５０ｂ
に夫々当接される。図４に示されるように、第１及び第２の壁面７０ａ，７０ｂと第１及
び第２の側面５０ａ，５０ｂとを互いに当接させることで、ライトガイド保持部材５８と
ＬＥＤ４６との相対位置が一意に定まるようになっている。ライトガイド保持部材５８と
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ＬＥＤ４６とが互いに位置決めされている場合には、ライトガイド保持部材５８のライト
ガイド用挿通孔６０の開口部がＬＥＤ４６の頂面に対面して配置され、ライトガイド用挿
通孔６０に挿通されたライトガイド口金６２の基端部がＬＥＤ４６の頂面に当接され、ラ
イトガイド３６の基端面がＬＥＤ４６の発光面４８に対面して配置される。ここで、ライ
トガイド３６の基端面によって照明光が入射される入射部としての入射面３７が形成され
ている。そして、発光面４８から入射面３７への照明光の入射において、光量の損失が最
小化されるように、図５に示されるように、入射面３７と発光面４８とはそれらの中心が
互いに一致するように配置される。
【００３９】
　さらに、ライトガイド保持部材５８では、第１及び第２の側面５０ａ，５０ｂから外側
に向かって開放されている観察部をなす開放部７２が形成されている。図６に示されるよ
うに、ライトガイド保持部材５８の突出形状の端面がＬＥＤ基板５２に当接され、ライト
ガイド保持部材５８の第１及び第２の壁面７０ａ，７０ｂの近傍にＬＥＤ４６の第１及び
第２の側面５０ａ，５０ｂが夫々配置される場合には、開放部７２を介して、第１及び第
２の壁面７０ａ，７０ｂと第１及び第２の側面５０ａ，５０ｂとの当接状態を夫々観察す
ることが可能である。なお、本実施形態では、一体的な開放部７２を用いているが、第１
の壁面７０ａと第１の側面５０ａとの当接状態の観察、第２の壁面７０ｂと第２の側面５
０ｂとの当接状態の観察のために、別体的な２つの開放部を用いるようにしてもよい。
【００４０】
　以下、光源ユニット３４の調整締結機構を説明する。
【００４１】
　図２、図３Ａ及び図３Ｂを参照し、ライトガイド保持部材５８の外周部において、ＬＥ
Ｄ基板５２に対向する端面からＬＥＤ基板５２側の端面の手前まで第１及び第２の溝部７
３ａ，７３ｂが軸方向に延設されている。第１及び第２の溝部７３ａ，７３ｂの端面７５
ａ，７５ｂからＬＥＤ基板５２側の端面まで、第１及び第２の保持部材挿通孔７４ａ，７
４ｂが貫通形成されている。第１及び第２の保持部材挿通孔７４ａ，７４ｂには夫々第１
及び第２の締結ねじ７６ａ，７６ｂが挿通可能であり、第１及び第２の溝部７３ａ，７３
ｂの端面７５ａ，７５ｂに夫々第１及び第２の締結ねじ７６ａ，７６ｂの頭部が係止可能
である。
【００４２】
　また、ＬＥＤ基板５２には、第１及び第２の締結ねじ７６ａ，７６ｂが夫々挿通可能な
第１及び第２の基板挿通孔５６ａ，５６ｂがＬＥＤ基板５２に直交して貫通形成されてい
る。
【００４３】
　ＬＥＤ基板５２の背面側には、基板保持部材挟持部材としてのＬＥＤ基板挟持部材７８
が並設されている。ＬＥＤ基板挟持部材７８のＬＥＤ基板５２側の端面には、第１及び第
２の締結ねじ７６ａ，７６ｂが夫々螺合される第１及び第２の挟持用ねじ孔８０ａ，８０
ｂが軸方向に穿設されている。
【００４４】
　第１及び第２の締結ねじ７６ａ，７６ｂを、夫々、ライトガイド保持部材５８の第１及
び第２の保持部材挿通孔７４ａ，７４ｂ、ＬＥＤ基板５２の第１及び第２の基板挿通孔５
６ａ，５６ｂに挿通し、ＬＥＤ基板挟持部材７８の第１及び第２の挟持用ねじ孔８０ａ，
８０ｂに螺合することにより、ライトガイド保持部材５８とＬＥＤ基板挟持部材７８とに
よってＬＥＤ基板５２を挟持することが可能である。即ち、ＬＥＤ基板５２の実装面にラ
イトガイド保持部材５８の突出形状の端面が面接触され、ＬＥＤ基板５２の背面にＬＥＤ
基板挟持部材７８の端面が面接触される。そして、第１及び第２の保持部材挿通孔７４ａ
，７４ｂの内径、第１及び第２の基板挿通孔５６ａ，５６ｂの内径は、夫々、第１及び第
２の締結ねじ７６ａ，７６ｂの外径よりも大きくなっており、一定の遊びが形成されてい
る。このため、ライトガイド保持部材５８、ＬＥＤ基板５２、ＬＥＤ基板挟持部材７８を
締結するに際しては、軸方向に直交する方向について、ライトガイド保持部材５８、ＬＥ
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Ｄ基板５２、ＬＥＤ基板挟持部材７８の相対位置を調整することが可能である。
【００４５】
　なお、ＬＥＤ基板５２から、ＬＥＤ４６に電気信号等を伝送するためのケーブル５４が
延出されている。そして、ライトガイド保持部材５８には、ＬＥＤ基板５２から延出され
ているケーブル５４を挿通するケーブル用挿通孔６８が軸方向に貫通形成されている。
【００４６】
　以下、内視鏡の把持部１８におけるＬＥＤユニット３４の搭載機構について説明する。
【００４７】
　図７を参照し、ＬＥＤユニット３４のＬＥＤ基板挟持部材７８の外周部には、軸方向に
略平行に平面部８２が形成されている。ＬＥＤ基板挟持部材７８の平面部８２は、放熱フ
レーム８４に面接触され、ねじ止めされている。放熱フレーム８４は、把持部内に配設さ
れている把持部フレーム８６に面接触され、ねじ止めされている。
【００４８】
　ＬＥＤユニット３４は、ＬＥＤ基板挟持部材７８が先端側、ライトガイド保持部材５８
が基端側となるように配置されている。ライトガイド３６は、ＬＥＤユニット３４から基
端側に向かって突出し、続いて、緩やかに折り返されて把持部フレーム８６の外側を基端
側から先端側へと延び、挿入部内へと導入されている。このようにすることで、ライトガ
イド３６に余長がある場合であっても、過剰な応力を負荷することなく、ライトガイド３
６を把持部内に収容できる。
【００４９】
　次に、ＬＥＤユニット３４の組立方法について説明する。
【００５０】
　ＬＥＤユニット３４を組み立てる際には、ＬＥＤ基板５２から延出されているケーブル
５４をライトガイド保持部材５８のケーブル用挿通孔６８に挿通する。続いて、第１及び
第２の締結ねじ７６ａ，７６ｂを、夫々、ライトガイド保持部材５８の第１及び第２の保
持部材挿通孔７４ａ，７４ｂ、ＬＥＤ基板５２の第１及び第２の基板挿通孔５６ａ，５６
ｂに挿通し、ＬＥＤ基板挟持部材７８の第１及び第２の挟持用ねじ孔８０ａ，８０ｂに螺
合していく。この際、軸方向に直交する方向に対して、ライトガイド保持部材５８とＬＥ
Ｄ基板５２との相対位置を調節して、ライトガイド保持部材５８の第１及び第２の壁面７
０ａ，７０ｂとＬＥＤ４６の第１及び第２の側面５０ａ，５０ｂとを互いに当接させて、
ライトガイド保持部材５８とＬＥＤ４６とを位置決めする。第１及び第２の壁面７０ａ，
７０ｂと第１及び第２の側面５０ａ，５０ｂとを互いに完全に当接させた状態で、第１及
び第２の締結ねじ７６ａ，７６ｂを第１及び第２の挟持用ねじ孔８０ａ，８０ｂに充分に
ねじ込んで、ライトガイド保持部材５８とＬＥＤ基板挟持部材７８とによってＬＥＤ基板
５２を確実に挟持する。なお、締結作業においては、軸方向に直交する方向について、ラ
イトガイド保持部材５８、ＬＥＤ基板５２に対して、ＬＥＤ基板挟持部材７８の相対位置
を適宜調節可能である。必要に応じて、ライトガイド保持部材５８の開放部７２を介して
、目視により又は顕微鏡を用いて、ライトガイド保持部材５８の第１及び第２の壁面７０
ａ，７０ｂとＬＥＤ４６の第１及び第２の側面５０ａ，５０ｂとの当接状態を確認する。
続いて、ライトガイド保持部材５８のライトガイド用挿通孔６０にライトガイド口金６２
を挿通し、ライトガイド口金６２の基端部をＬＥＤ４６に当接させ、固定ねじ６６によっ
てライトガイド口金６２をライトガイド保持部材５８に固定する。この結果、ライトガイ
ド３６の入射面３７は、ＬＥＤ４６の発光面４８に対面され、その中心がＬＥＤ４６の発
光面４８の中心と一致して配置される。このようにして、ＬＥＤユニット３４が組み立て
られる。
【００５１】
　続いて、ＬＥＤユニット３４における放熱作用について説明する。
【００５２】
　ＬＥＤ４６は発光により高温となる。ＬＥＤ４６において生成した熱は、ＬＥＤ４６の
第１及び第２の側面５０ａ，５０ｂに面接触されている、ライトガイド保持部材５８の放
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熱部としての第１及び第２の壁面７０ａ，７０ｂを介して、また、発光面４８からライト
ガイド口金６２を介して、さらに、放射により直接、ライトガイド保持部材５８へと放熱
される。また、ＬＥＤ４６からＬＥＤ基板５２へと伝達された熱は、ＬＥＤ基板５２の実
装面に面接触されている、ライトガイド保持部材５８の突出形状の端面を介して、ライト
ガイド保持部材５８へと放熱され、また、ＬＥＤ基板５２の背面に面接触されている、Ｌ
ＥＤ基板挟持部材７８の端面を介して、ＬＥＤ基板挟持部材７８へと放熱される。ＬＥＤ
基板挟持部材７８へと伝達された熱は、さらに、放熱フレーム８４、把持部フレーム８６
へと放熱されていく。このように、ライトガイド保持部材５８及びＬＥＤ基板挟持部材７
８は放熱機能も有する。
【００５３】
　従って、本実施形態のＬＥＤユニット３４は次の効果を奏する。
【００５４】
　本実施形態のＬＥＤユニット３４では、ＬＥＤ４６の第１及び第２の側面５０ａ，５０
ｂとライトガイド保持部材５８の第１及び第２の壁面７０ａ，７０ｂとを夫々当接させて
、ライトガイド保持部材５８とＬＥＤ基板挟持部材７８とを締結してＬＥＤ基板５２を挟
持するだけで、発光面４８の発光方向に直交する方向について、ＬＥＤ４６の発光面４８
とライトガイド３６の入射面３７とを正確に位置決めすることができる。このように、Ｌ
ＥＤ４６の発光面４８とライトガイド３６の入射面３７とを容易かつ正確に位置決めする
ことが可能となっている。
【００５５】
　なお、ライトガイド保持部材５８の開放部７２を介して、第１及び第２の側面５０ａ，
５０ｂと第１及び第２の壁面７０ａ，７０ｂとの当接状態を夫々観察することができ、第
１及び第２の側面５０ａ，５０ｂと第１及び第２の壁面７０ａ，７０ｂとを夫々容易かつ
確実に当接させることが可能となっている。
【００５６】
　また、ライトガイド保持部材５８、ＬＥＤ基板５２、ＬＥＤ基板挟持部材７８について
、軸方向に直交する方向についての相対位置が調整可能となっており、特に、ライトガイ
ド保持部材５８とＬＥＤ基板挟持部材７８とについて、あるいは、ＬＥＤ基板５２とＬＥ
Ｄ基板挟持部材７８とについて相対位置が調整できない場合と比較して、コンパクトな構
成で、調整可能な範囲を充分に確保することが可能となっている。
【００５７】
　さらに、ＬＥＤユニット３４では、ライトガイド保持部材５８の第１及び第２の壁面７
０ａ，７０ｂをＬＥＤ４６の第１及び第２の側面５０ａ，５０ｂに面接触させ、ライトガ
イド口金６２の基端面をＬＥＤ４６の頂面に当接させ、ライトガイド保持部材５８の突出
形状の端面及びＬＥＤ基板挟持部材７８の端面をＬＥＤ基板５２に面接触させて、ライト
ガイド保持部材５８とＬＥＤ基板挟持部材７８とをＬＥＤ４６の放熱に利用している。こ
のため、ＬＥＤ４６からの放熱効率が向上されている。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】本発明の第１実施形態の内視鏡を示す斜視図。
【図２】本発明の第１実施形態のＬＥＤユニットを示す側面図。
【図３Ａ】本発明の第１実施形態のＬＥＤユニットを示す分解斜視図。
【図３Ｂ】本発明の第１実施形態のＬＥＤユニットを示す別の分解斜視図。
【図４】本発明の第１実施形態のＬＥＤとライトガイド伝達部材との位置決めを示す模式
図。
【図５】本発明の第１実施形態のＬＥＤとライトガイドとの位置決めを示す模式図。
【図６】本発明の第１実施形態のＬＥＤユニットを示す別の側面図。
【図７】本発明の第１実施形態の把持部の内部を示す側面図。
【符号の説明】
【００５９】
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　３４…光源ユニット、３６…光伝達部材（ライトガイド）、３７…入射部（入射面）、
４６…光源（ＬＥＤ）、４８…発光部（発光面）、５０ａ；５０ｂ…側面、５２…光源保
持部材（ＬＥＤ基板）、５８…光伝達部材保持部材（ライトガイド保持部材）、７０ａ；
７０ｂ…位置決め部，放熱部（壁面）、７２…観察部（開放部）、５６ａ，５６ｂ，７４
ａ，７４ｂ，７５ａ，７５ｂ，７６ａ，７６ｂ，８０ａ，８０ｂ…調整締結機構（５６ａ
；５６ｂ…基板挿通孔、７４ａ；７４ｂ…保持部材挿通孔、７５ａ；７５ｂ…端面、７６
ａ；７６ｂ…締結ねじ、８０ａ；８０ｂ…挟持用ねじ孔）。

【図１】 【図２】
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们的相对位置而将用于定位光透射构件保持构件58和光源保持构件的定
位部分70a，70b彼此紧固，并且光源46和定位部分70a，70b彼此接
触。 并且，在该状态下将光透射部件保持部件58和光源保持部件彼此紧
固的调整紧固机构。 [选择图]图4
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